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医師との対話による疑義照会
簡素化プロトコル作成の試み



u 薬剤師による疑義照会は医薬品の適正使用上、薬剤師法に基づく極めて重要な
業務である。

u 近年、患者個々の病態や検査値を勘案した疑義照会は重要性を増し、件数も増
加傾向にある。

調剤上の形式的な不備に伴う確認（疑義照会）も増加している。

患者、保険薬剤師、処方箋発行者のいずれにも負担となっている。

「患者への薬学的ケアの充実」と「処方箋発行者・保険薬剤師の負担軽減」

を図ることは重要な課題である。

どのように行うか？

→ 形式的な不備に伴う確認について処方箋発行者と薬剤師との協議を踏まえた

疑義照会の簡素化を行う。

＜目 的＞

本研究では、処方箋発行者・薬剤師間での協議に用いるコミュニケーション

ツールおよび疑義照会簡素化プロトコルの作成とその運用を行った。

研究の背景と目的



方法

1. 過去1年間の疑義照会について、表1に示す分類に従い集計を行った。

2. 細分化した疑義照会内容について「患者の健康に対する関連性」と「処方箋
発行者との対話に必要性」の観点から、以下の分類を行った。

3. 形式的疑義照会の内容については優先度および頻度の高さを考慮した詳細を
リスト化した。

4. リストを基に処方箋発行者と薬剤師間での協議に用いる資料の作成を行った。

5. 資料を用いて疑義照会の簡素化に向けた処方箋発行者との協議を行った。
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疑義照会の分類

表 1. 疑義照会の分類



結果 1：積極的・消極的疑義照会の全疑義照会に占める割合

疑義照会事例：819 件を表 1に従い分類すると

・薬学的疑義照会：積極的疑義照会：244 件と消極的疑義照会：426 件

・形式的疑義照会：積極的疑義照会：53 件と消極的疑義照会：96 件

疑義照会全体（819件）の約 6 割が消極的疑義照会に相当する

大幅な簡素が可能であると考えられる



結果1と全国で運用されている疑義照
会簡素化プロトコルを考慮し、優先
度を踏まえた上で、薬剤師の観点か
ら処方箋発行者との対話に使用する
コミュニケーションツールの作成を

試みた。

結果 2：薬剤師の観点から作成したコミュニケーションツール



・項目 1 〜 5
剤形変更、規格変更
→ 不要の割合が高い

・項目 6, 7
投与日数調整や用法の追記、薬剤自体
の変更、追加、削除など
→ 不要の割合が低い

<協議を行った各医師からの処方箋の受付割合>
・A医師（内科） ：浦安店 58.0 %
・B医師（心療内科）：浦安店 17.3 %
・C医師（内科） ：京町店 66.5 %
・D医師（内科） ：西大寺町店 70.0 %

結果 3：処方箋発行者（4 名）の観点からの判断



・処方箋発行者である医師との協議を行った結果、両者間の疑義照会に対する

考え方に相違があることが明らかとなった。

・薬剤師側が提案した「疑義照会簡素化プロトコル」の内容において、処方箋

発行者としては不要とするには安全性上の問題が懸念される点が存在した。

結果のまとめ

Ø項目 1 – 5：剤形変更や規格変更に関する記載

→ 変更に伴う患者への健康上の影響は小さいと考えられる。

Ø項目 6, 7：投与日数調整や用法の追記、薬剤自体の変更、追加、削除など

に関する記載

→ 患者に対して健康上の影響が及ぶ可能性があると推察される。



・消極的疑義照会が疑義照会全体の 6 割以上を占める。

・「疑義照会簡素化プロトコル」の作成により、疑義照会の大幅な簡素化

が可能となる。

「疑義照会簡素化プロトコル」の運用に際しての第一歩として、処方箋発

行者・薬剤師間の協議を初めて行った。

→ 処方箋発行者と薬剤師との間に疑義照会に対する考え方に相違があ

ることが明らかとなった。

医師・薬剤師間での合意形成に向けた更なる検討が必要である。

結論
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